
東日本大震災による宅地被害と復旧

令和元年６月６日
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仙台市都市整備局建築宅地部開発調整課
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１．宅地被害の状況

仙台市内における宅地被害の状況

・仙台駅からおおむね5km圏内で、昭和30年
代から昭和40年代にかけて造成された住宅
地を中心に、地すべりや地盤の崩壊、宅地
擁壁の損壊等が発生した。

・面的な被害のあった地区では、盛土内に
すべり面が発生した。

・「被災宅地危険度判定マニュアル」による
判定を行った結果、「危険」又は「要注意」と

判定された被災宅地は5,728宅地となった。
この地図は、国土地理院の提供によるものである。



※仙台市が国又は県の補助を受けて施行する事業

公共事業による宅地復旧

・造成宅地滑動崩落緊急対策事業 ：160地区
・災害関連地域防災がけ崩れ対策事業：9地区

助成金制度による宅地復旧

・東日本大震災被災宅地復旧工事助成金制度

危険度が、｢危険｣または｢要注意」と判定された宅地は、仙台市内に ５，７２８宅地

２．宅地の復旧・支援に関する対応方針

※仙台市独自の支援制度

公共事業による集団移転

・防災集団移転促進事業 ：2地区

公共事業で
対応可能か

Yes

No現地再建が
可能か
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Yes

No

公共事業
被災宅地５，７２８宅地



３．新設した独自制度（宅地復旧に係る分担金徴収制度）
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土地所有者等 仙台市

①工事内容・分担金概算額
の提示・承認

施工者

公共事業によって復旧を行う宅地擁壁がある
土地の所有者等

仙台市が実施する
①造成宅地滑動崩落緊急対策事業
②災害関連地域防災がけ崩れ対策事業
により、個人の宅地擁壁等を復旧する工事
※「盛土全体の滑動崩落を防止するための工事」は対象外

宅地擁壁等の復旧工事に要する費用の1/10

被災した宅地擁壁等を公共事業により復旧する際
に、費用の一部を土地所有者等に負担させる制度

概要

分担金の金額

分担金の支払者

対象工事

②工事の施工・監督

③工事の完了検査

④分担金支払者の決定

⑤物件引き渡し・賦課決定

⑥納入通知・支払い

制度のフロー

◎制度の運用ツール

・平成23年東北地方太平洋沖地震により被害を受けた土地等に係る滑動崩落対策事業分担金条例・施行規則

・平成23年東北地方太平洋沖地震により被害を受けた土地等に係る滑動崩落対策事業分担金徴収事務取扱要綱・分担金算定要領



土地所有者、又は所有者の承諾を受けた工事費用
負担者

・擁壁の設置に係る工事
・土地の整地に係る工事
・のり面の整形及び保護に係る工事 等

市の査定額及び申請見積額（助成対象部分のみ）
のうち、いずれか安価な方から100万円を引いた残
額の90％（助成額上限は1,000万円）

４．新設した独自制度（宅地復旧に係る助成金制度）
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被災した宅地擁壁を所有者自ら復旧する際に、工
事費の一部を助成する制度

概要

助成金額

交付対象者

助成金対象工事

◎制度の運用ツール

・平成23年東北地方太平洋沖地震による被災宅地等に係る復旧工事に関する助成金交付要綱

土地所有者等 仙台市

②審査・交付決定

③工事着手

④工事完了・届出

⑤審査・交付額決定

⑥助成金請求・交付

制度のフロー

①助成金の申請・受付



盛土

すべり面
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造成宅地滑動崩落緊急対策事業説明

①床掘り

削 孔鋼管建込

５-１．対策工の概要（抑止杭工）

すべりに抵抗

鋼管杭ですべり土塊
を抑止する
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造成宅地滑動崩落緊急対策事業説明

均しコンクリート

キャッピングビーム工

10°

コンクリート張工

4500

(足場工)

6.
5m
～
4.
5m

6.
5m

～
4.

5m

網状鉄筋挿入工
削孔長 : φ115mm
芯　材 : D29mm

配置間隔 : @0.8m

５-２．対策工の概要（網状鉄筋工）

ｺﾝｸﾘｰﾄ張工、ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｰﾑ工芯材挿入、鉄筋組立削孔状況

すべり面
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造成宅地滑動崩落緊急対策事業説明

削 孔

ｺﾝｸﾘｰﾄ張工（完成ｲﾒｰｼﾞ）

挿 入

５-３．対策工の概要（アンカー工）

すべり面
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５-４．対策工の概要（固結工）

機械搬入・組立

ｽﾗﾘｰ混練・圧送

撹拌混合

不陸整正

機械搬出

機械搬入・組立 撹拌混合
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５-５．対策工の概要（擁壁復旧工）
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６．事例紹介：緑ヶ丘四丁目（防災集団移転・滑動崩落緊急対策事業）
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【当該地区の被害状況等】
・旧谷地形に盛土された地盤が斜面全体に及ぶ谷埋め盛土内で発生した
もので、長さ300ｍ、幅100ｍの範囲において、開口亀裂・隆起・圧縮
亀裂が多数発生した。

・全体的に地下水が豊富な地域であること、盛土材料はシルト質砂層から
なる細粒分の多い土質からなりＮ値は０～３と「非常にゆるい」脆弱な
地層で盛土層厚は３～７ｍ（平均５ｍ程度）と薄い。

【当該地区の変状メカニズム】
・震度5強と大きな揺れと、地震動の継続時間が長かったため、盛土部内に
おいて間隙水圧が上昇し、地下水位の高いＢ、Ｄブロックでは液状
化に近い現象となり、すべり面が形成、ひな壇上となっている縁辺部
Ａ、Ｃ、Ｅブロック内の擁壁等の支持力低下に伴い、すべり崩壊等が発生。

【復旧方針等】
・Ｂ、Ｄブロックは、滑動崩落防止等を行っても、将来において宅地の
安全性の保障できないとの専門家の意見により、現地再建は困難と判断
➢防災集団移転促進事業により生活再建を図る。

・Ａ、Ｃ、Ｅブロックは滑動崩落緊急対策事業により現地再建を図る。
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現地再建区域：Ｃブロック

現地再建区域：Ａブロック

現地再建区域：Ｅブロック
Ａ・Ｃ・Ｅブロック

集団移転区域：Ｂ・Ｄブロック

Ｂ・Ｄブロック
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緑ヶ丘四丁目 航空写真

造成前（1961年4月撮影）

出典：国土地理院ホームページ



◎ 施設上への建築物の
新築等

◎ 施設周辺での掘削
◎ 施設を損壊する行為

「造成宅地滑動崩落防止施設保全条例」制定

宅造法の届出・許可申請は要しないが、施
設保全の観点から、届出が必要な行為を定
め、住民や民間の開発業者等に注意喚起

条例による届出が必要な行為
掘削の場合：滑動崩落防止施設（抑止杭）

施設周辺の掘削

施設の損壊

造成宅地滑動崩落防止施設

※施設の確認ができなくなるため、できる
だけ直上への設置は避けて下さい。

施設の傷み等を
調べることがで
きない！

緩みが発生！

※４５度を超える掘削を行うと、抑止効果が
減ってしまうため、土留めをしっかりした上
で掘削する必要があります。

※損壊すると、抑止効果がなくなるため、損
壊させないか代替機能を確保してください。

施設の損壊！

※施設の直上に建築物を建てる場合に
は届出が必要になります。

※施設周辺で掘削する場合には届出が
必要になります。

※施設を損壊するような行為を行う場合
には届出が必要になります。

45°

１

施設上への新築等

施設周辺の掘削

施設の損壊

造成宅地滑動崩落防止施設

※施設の確認ができなくなるため、できる
だけ直上への設置は避けて下さい。

施設の傷み等を
調べることがで
きない！

緩みが発生！

※４５度を超える掘削を行うと、抑止効果が
減ってしまうため、土留めをしっかりした上
で掘削する必要があります。

※損壊すると、抑止効果がなくなるため、損
壊させないか代替機能を確保してください。

施設の損壊！

※施設の直上に建築物を建てる場合に
は届出が必要になります。

※施設周辺で掘削する場合には届出が
必要になります。

※施設を損壊するような行為を行う場合
には届出が必要になります。

45°

１

施設上への新築等

施設保全に関する技術基準
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７．滑動崩落防止施設の維持管理（保全条例の運用）



７．滑動崩落防止施設の維持管理（保全条例の運用）
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届出 危険度 指導・助言

Ⅰ 必要 機能喪失

・構造部材に影響しない範囲の一時的な除却・損壊に対しては、
同等以上の材料で埋め戻す。

・施設を全面的ないし一部を永久に除却・損壊する場合は、機能
を維持できる補強工の施工、施設の代替工の設置を指導。

・ライフライン等の永久工作物の設置に対しては、構造部材に影
響しない範囲への設置を指導。

Ⅱ 必要
影響あり
（中）

・変位拘束するため、掘削底面部変位が2cm以下となる仮設対策
工等を指導。

Ⅲ 必要
影響あり
（小）

・仮設対策工について指導する。

Ⅳ 不要 影響なし ・なし

指導・助言内容の一例
部材損壊
影響大！

・網状鉄筋挿入工は復旧が困難
・一時的な損壊の場合でも、影響大！
建物をセットバックするように指導！


